
緒方さんとホプキンズ

清　水　一　嘉

1993年に緒方さんが愛大に赴任してきたとき， 私は 『愛大通信』 につぎのよ うな紹介文を

書いた。

緒方さんは日本における有数のホプキンズ学者である。 ホプキンズは 19世紀英国のカ

ト リ ッ ク詩人。 その詩の特殊性と用語の難解さはよ く知られている。 緒方さんの数多い

ホプキンズ論のなかで代表的なものは 「メタフ ァーの詩人ホプキンズ」 「ホプキンズのか

なしみ」 「ホプキンズの詩の明暗」 「ホプキンズとイエズス会」 などである。 これらの論

文の背景にあるものは， 個と全体主義的な理念とのあいだで揺れ動くホプキンズの姿で

ある。 個とい うのは詩人が尊重する 13世紀の神学者ド ゥ ンズ ・ スコウタ ゥ スの個性原理

にもとづく 「インスケイプ」 の理念をいい， 全体主義とい うのは詩人が属するイエズス会

の精神のこ とをい う。 これら両者のはざまに立たされたホプキンズの苦悩から さまざま

なかなしみにみちた詩がう まれた。 ホプキンズの近代性もまたこ こから導き出される。

「人間の心の最奥における分裂葛藤を自ら感じ， さ まざまな独創性技法を用いて如実に表

現した」 詩人のなかに 「時代を先取り した先駆者」 を発見するのである。 定説を くつがえ

す斬新なホプキンズ論であ り ， 詩人に深く コ ミ ッ トする氏の姿は感動的でさえある。 こ

のよ うな姿勢はホプキンズの詩の翻訳にも遺憾な く発揮され， 氏自身のこ とばによる氏

自身の心情の吐露といってよいよ うなユニークな作品ができあがった。

それから 10年たち， このたび緒方さんは退官を迎える こ とになった。 その間， 氏が書い

た論文はい くつかあるが， いちばん最近のものをこ こ に紹介しておこ う。 これは 『英語青

年』 に掲載された 「インスケイプの喪失」 とい う もので， 要約する とほぼつぎのよ う にな
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る。

氏は前説を く り返す。 ホプキンズの詩の中心的モチーフである 「インスケイプ」 の概念

は時代やイエズス会の外的な要因によって危機に直面し， 詩人はそれを克服しよ う と して

分裂・苦悩する。 インスケイプとい うのは 「内に内在する姿」 「ある ものが個と してそのも

のの中に持っているそのもの固有の姿」 のこ とであ り ， ド ゥ ンズ ・ スコウタ ゥ スの 「これ

である こ と」 とい う個性原理に基づく ものである。 そのインスケイプが2つの面で喪失の危

機にさ ら される。

1 つは， 自然におけるインスケイプの喪失である。 ヴ ィ ク ト リ ア朝の繁栄がもたらす開

発と自然破壊は， 自然のあ りのままの姿 （インスケイプ） の破壊をもたらす。 それはわが

身を引き裂かれるよ うな痛みを詩人に与えるものであった。

2つ目は， 魂におけるインスケイプの喪失である。 人生のさまざまな挫折を経て， 詩人の

インスケイプは自然界のインスケイプから自分自身の心のインスケイプへと変容する。 つ

いには詩人である こ と自体がインスケイプを意味するよ う になる。 しかし， 詩人である こ

とは， そこ にわが身を置く イエズス会の 「個の滅却」 の理念とま っ こ うから対立する こ と

になる。 ミ ューズと神， 個と イエズス会のはざまに立たされた詩人はかなしみ， 苦悩す

る。 ――このよ うな分裂葛藤のなかから， 斬新な技巧を駆使するホプキンズの詩が生まれ

た……。

これでわかるよ う に， 緒方氏は個 vs イエズス会とい うモチーフを く り返し追求する。 く

り返しながら も， しかし， 氏の説く インスケイプ議論はかつてのそれよ り いっそう深化し

ている こ とがわかる。

と こ ろで， 一生をホプキンズ研究に捧げた緒方氏は氏自身の問題と してホプキンズをど

のよ う に内面化するのであろ うか。 今後のおたのしみといったと こ ろだが， じつは氏自身

の最近の詩のなかにその一端はすでにあらわれている。 たとえば， つぎの一編。

頑なに

頑なに拒む心にも

あなたは目を注いでおられるのですか

頑なにあろ う と しているわけではあ り ません

それが性になってし ま ったのです

かなしい性だと人は言うかも しれません
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でも拒まれた心には

拒むこ と しかできないのです

拒まれ拒むこ との果てしない繰り返し

それでいていつも手を差しのべている

かなしみの極み　かなしみの果て

本当はそんなものはあ りはしないのだ

この性がかなしみを生み出しているだけなのだ

その限りかなしみを癒して くれるものなど

ないものと心得るべきだろ う

あなたは一体

僕の心をど う してしまいたいのですか

（緒方登摩第三詩集 『独標』）

緒方氏の 「かなしみ」 はホプキンズの 「かなしみ」 に通じ るのである。
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